
多言語対応推進セミナー
2020東京大会に向けた商店街の多言語対応支援

2018年6月

ジャパンショッピングツーリズム協会

多言語対応協議会小売PT事務局



ジャパンショッピングツーリズム協会のご紹介

・日本で唯一・最大の訪日ゲスト向けショッピングツーリズムの推進団体

・会長 田川博己（日本旅行業協会会長、JTB代表取締役会長）

・小売、観光に限らず広い業界の民間企業・地方自治体・業界団体など
１５０社・団体で構成

・①全国の小売店のインバウンド対応支援
②訪日ゲストに対する情報発信・提供 に取り組み、
近年では、東京都インバウンド対応力向上事業をはじめ、全国の地方自治体等と
共同によるインバウンドセミナーや、訪日ゲスト誘客イベントなど
ショッピングツーリズムを活用した地域活性化を手がける。

・２０１６年より、２０２０年オリンピック・パラリンピックに向けた
多言語対応協議会小売プロジェクトチーム議長として、
商店街・小売業における多言語対応力向上に取り組む。

一般社団法人 ジャパンショッピングツーリズム協会
東京都港区西新橋３－６－２ 西新橋企画ビルディング３階
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ショッピングツーリズムの役割

経済的効果だけでなく地域活性化に役立つ多数の役割

地域資源の
発掘

地域活性化

にぎわいの
創出

経済効果
（売上・雇用）

訪日ゲストを
おもてなし

地域の連携



ショッピングツーリズムの役割

訪日ゲストの消費の６割は商店街・SC等で行われている
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ショッピングツーリズムの役割

おもてなし対応力向上には都民・事業者の参加が不可欠

訪日ゲストを
おもてなし

観光案内所（都内）
１６８ヶ所

小売事業所（都内）
約７万店

大会ボランティア（予定）
１１万人

小売従業者（都内）
約６１万人
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ショッピングツーリズムの役割

日本の商店街＋ちょっとした工夫が訪日ゲストには魅力

賑わい創出
地域連携
地域資源発掘

岡山市・表町通商店街の事例
日本初の一括型免税カウンターを設置した商店街。
地元百貨店が声をかけ、体験イベントを集中開催。
普段の商売を「体験」として訪日ゲスト向けにプログラム化して提供。
文房具店で話題文具体験、時計店の分解組み立て見学、仏具店の匂袋作り
体験や、地域の文化サークルの発表などで楽しませる。
日本人顧客の集客や、商店主のやりがいにもつながる。



ショッピングツーリズムの役割

多言語対応 公平性 情報発信

商店街を地域活性化に活用する際に解決すべき３つの課題



商店街・小売業の多言語対応（基本的な考え方）

●多言語表示で特に困った場所 （観光庁：外国人旅行者の受入環境に関するアンケート）

●商店街が考える外国人が不便に感じていること（中小企業庁：商店街インバウンド実態調査）

訪日ゲストも事業者も多言語対応が悩みの種



ハード整備に加え、ソフト（人的対応）の対策がポイント

商店街・小売業の多言語対応（基本的な考え方）



小売業の多言語対応は、さまざまな場面での対応が必要

商店街・小売業の多言語対応（基本的な考え方）

WEBサイトやセミナー等を通じて周知・徹底、啓蒙



ガイドラインとツールは、すべて小売HPで提供

商店街・小売業の多言語対応(周知徹底）

公式WEBサイト「小売業の多言語対応」https://welcome.japan-retail.or.jp

A)ルール・ガイドライン B)実用ツール C)参考事例 を集約して掲出。
日本小売業協会のWEBサイト内に設置。



セミナー等で活用できるリーフレットも利用可能。

商店街・小売業の多言語対応(周知徹底）

公式WEBサイトの内容に準じて、ダイジェスト版の位置づけ。

PDF版をHPに公開中。区市町村、団体、企業内で広く、印刷・配布が可能。



基本用語の学習支援とスマホアプリ充実を推進。学習動画も無料公開。

商店街・小売業の多言語対応(接客コミュニケーション）

小売関連の辞書を充実



平昌オリンピック・パラリンピック会場周辺の例

商店街・小売業の多言語対応(店頭表示）



２０２０年東京大会でも、レガシーとなりえるピクトサインを整備

商店街・小売業の多言語対応(店頭表示）



先進小売店の調査と、コールセンターの実態調査を踏まえてピクトグラム作成中

商店街・小売業の多言語対応(店頭表示）



２４時間３６５日体制のコールセンターを無料開設中

商店街・小売業の多言語対応(店頭表示）

下記からの登録で無料利用可能。
各区市町村で活用ください。
https://jsto.or.jp/for-stores/info-171001/



メーカーが協力し、スマホアプリを提供開始。

商店街・小売業の多言語対応(商品説明）



格安な多言語翻訳、情報発信サービスを活用する自治体も増加。

商店街・小売業の多言語対応(情報発信）



自治体で取り組むショッピングツーリズムのステップ

先行事例や専門組織のノウハウ活用で効果的に推進

＜STEP１＞
インバウンド対策
セミナーの開催

＜STEP２＞
受入環境の整備
有志の組織化

＜STEP３＞
賑わい創出
情報発信・誘客



商店街の多言語対応で街を元気に！


